
第19回
北関東小児がんセミナー

北関東小児がんセミナー
大原薬品工業株式会社共催 北関東小児がんセミナー運営事務局

newproduct3＠ohara-ch.co.jpお問い合わせ先

開催形式に関するお知らせとお願い
Web/現地での参加が可能です。
Web参加の場合は下記URLより参加登録をお願いいたします。

https://ohara-ch-co-jp.zoom.us/webinar/register/WN_NgpZFlyQTCSVHk9CoWJTfw
※座長/演者のご登録は不要です。

Web参加の場合
• 参加登録後に自動返信メールが届きます。当日はメール内のURLよりご参加ください。
• 質問は画面下のQ＆Aボックスにて受け付けております。

参加費
• 現地参加：1,000円 当日会場にてお支払いをお願いいたします
• Web参加：500円 下記口座までご入金ください。（振込手数料含まず）
群馬銀行（金融機関コード：0128）
富士見支店（支店コード：251）
普通預金 口座番号 0297895
北関東小児がんセミナー 事務局長 河崎裕英

URL

参加によって小児
血液・がん専門医
認定単位5単位を
取得できます

日時

場所

7月27日（土）13：00開始
2024年

Gメッセ群馬 中会議室202

https://ohara-ch-co-jp.zoom.us/webinar/register/WN_NgpZFlyQTCSVHk9CoWJTfw


13:00-13:05 開会挨拶

第1部

閉会挨拶17:30-17:35

情報交換会

休憩（14:20-14:30）

第2部

一般演題（13:50-14:20）

休憩（15:30-15:40）

共催社関連講演（13:05-13:50）
座長：河崎裕英先生（群馬県立小児医療センター 副院長）

ALL治療におけるアスパラギナーゼ製剤使用の最適化

大量メトトレキサート療法におけるグルカルピダーゼの役割
矢野未央先生（京都市立病院小児科 医長）

小川淳先生（新潟県立がんセンター新潟病院 小児思春期・血液腫瘍科）

座長：嶋田明先生（自治医科大学小児科・とちぎ子ども医療センター小児科 教授）

肝移植後の化学療法で救命し得た急性肝不全を呈した急性巨核芽球性白血病
吉成裕紀先生（自治医科大学附属病院小児科）
川原勇太1)、浅井秀哉1)、新島瞳1)、眞田幸弘2)、大西康晴2)、佐久間康成2)、辻賢太郎3)、
田中祐吉4)、嶋田明1）

自治医科大学附属病院 1) 小児科、2) 外科学講座 消化器一般移植外科部門 、
3) 病理学講座 人体病理学部門 、4) 神奈川県立こども医療センター 病理診断科

巨大脾腫が先行し診断に難渋した非ダウン症児RBM15::MKL1融合遺伝子陽性急性巨核芽球性
白血病

演者：石北悦子先生（群馬県立小児医療センター 血液腫瘍科）

教育講演（14:30-15:30）

座長：高木正稔先生（東京医科歯科大学茨城県小児周産期地域医療学講座・小児科教授）
血液疾患に関与する病原体のDeep Sequencingによる遺伝子網羅解析

木村博一先生（群馬パース大学附属研究所先端医療科学研究センター長）

ロングリードシークエンサーを用いた小児がんの迅速・柔軟・網羅的なゲノム解析
加登翔太先生（東京大学小児科）

特別講演（15:40-17:30）

座長：滝田順子先生（京都大学大学院医学研究科 発達小児科学 教授）
ダウン症候群に伴う骨髄性白血病発症の分子機構の解明に向けて

伊藤悦朗先生
（弘前大学大学院医学研究科地域医療学講座特任教授、三沢市立三沢病院事業管理者）

がんの起源とクローン進化に関する近年の知見について
小川誠司先生（京都大学大学院医学研究科腫瘍生物学講座教授）

13:05-13:25

13:25-13:50

13:50-14:05

14:05-14:20

14:30-15:00

15:00-15:30

15:40-16:30

16:30-17:30

共同演者：
演者：

鏑木多映子1)、飯島真由子1)、平戸純子2)、大木健太郎3)、清河信敬3)、河崎裕英1)

群馬県立小児医療センター 1) 血液腫瘍科、2) 検査課病理、
3) 国立成育医療研究センター研究所 小児血液・腫瘍研究部

共同演者：

座長：林泰秀先生（群馬県立小児医療センター 顧問、上武大学・医学生理学研究所客員教授）

座長：加藤元博先生（東京大学医学部附属病院小児科 教授）

林泰秀先生（群馬県立小児医療センター 顧問、上武大学・医学生理学研究所 客員教授）

滝智彦先生（杏林大学保健学部臨床検査技術学科／医学部附属病院遺伝子診療センター 教授）


	スライド番号 1
	スライド番号 2

